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長野県立こども病院を中心とした
長野県の周産期医療ネットワークの成果

中村友彦1)、田村正徳2)

1)長野県立こども病院総合周産期母子医療センター長
2）元長野県立こども病院総合周産期母子医療センター長

現埼玉医大総合医療センター小児科教授



平成8年から17年,10年間における

乳児死亡率、新生児死亡率
小児医療に関する行政評価・監視結果に基づく勧告 平成19年9月 総務省

乳児死亡率(出生1,000人当たりの１歳未満死亡数）
3.8以上,  3.7-3.6,  3.5-3.4,       3.3 3.2-3.1,       3.0-2.9, 2.8以下
沖縄県4.0 6都道府県 10都道府県 平均 13都道府県 8都道府県 長野県2.4
徳島県3.9
福井県3.9
栃木県3.8
青森県3.8
高知県3.8

新生児死亡率(出生1,000人当たりの１ヶ月未満死亡数）
2.3以上,  2.2-2.0,  1.9-1.8,       1.7 1.6-1.5,       1.4-1.3, 1.2以下
青森県2.4       7都道府県 17都道府県 平均 8都道府県 2都道府県 長野県1.2
福井県2.3


